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590. 身体活動強震がse瀦男性の内臓脂肪に及ぼす影響に

関する横断的検討
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{背景]I持駿脂肪と動張緩化性長居、やその危殺菌子との関

されている.背景には 内j銭箱紡が穫々の生理活

性物質やホルモンを産生分協することで，その危険[tg子を

媒介するからである.また，身体活動水準が高い者ほど，

内蟻m~紡が少ないことが報告されているが，身体活動強度

と内騒脂肪の関係は未検討である.さらに，内線路紡を腹

留ではなく computedtomography (CT)で議1J定し，身体

活動を質問紙ではなく加速境計で誤IJ定している報告はない.

[El約}身体活動強度と内駿路勝との関係を横断的に接討

すること. [方法}対象者は bodymaSs index (BMl)が25

tj、上の肥満男性:64名(年離49.8土 9.6議， DMI 30.1 土

3.4 kg/mりであり， 2006-2007年に提供した運動または

減量プログラム参加者のベースラインデータを使用した.

付象者の採択基準は1)心疾患や脳血管疾患の既往がない

こと，および2)加速度計の宥効デー夕日数が761-)、上とし

た.測定項自は，身長，体重， BMI， CTによる内臓脂筋，

秤量法によるエネルギー摂取量， 1斡加速度計 (Lifecoder-EX， 

スズケン社製)によるエネルギー消費量，綴ノト運動時間

(1. 8 METs未満)， {ß:強度運動時間(1. 8~3.5 METs)， 

中強度遂勤特i渇 (3.5-_ 6.1 METs) および高強度運動時

間 (6.1M目、s以上)であった.活動強度詩情jは正規分布

が想、定できなかったため 重凶帰分析では沼分笠によるカ

テゴリ変数に変換し解析した.[結果11有騒路肪と形態指標，

身体活動諾変数およびエネルギー損壊牽との関係を Spear.

manの願位相関係数を溶いて検討-したところ， J持 H (r = 
0.36)と中強度運動時間(1'= -0.31)，高強震運動時間(1'

= -0.40) が内臓脂肪と有意に関述した.先行研究で欝速

が報告されている年齢(1"=。‘む7)やエネ jレギー摂取量 (r

= 0.06) とi有識脂肪との穎位相関li有意ではなかった.ま

た，内競脂肪を従属変数とした重凶矯分析を施したところ，

高強度運動時間(問分位)辻 BMlや中強度透勤時間(自

分{立)で補正後も有意であった(;9 コー0.36，p く0.01，

adjR2 ご 0.28).さらに，年齢やエネルギー摂取量，エネ

ルギー消費量，微小運動時間(I引分{立)を議正しても，高

強度通勤時開は依然内臓13~I.訪の有意な寄与関子であった

げ =司0.28，ρ:=0.03， adjR2
コ 0.28). [結言語]J}巴議男

性において強度の高い身体活動を有する者ほど内総脂坊が

少ない韻向にあることから，内臓脂肪蓄積の予防には，憶

に応じた柔軟な身体活動の瞥発が有益であると考えられる.
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